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      令和６年千代田区議会第２回定例会議事速記録（第１５２５号）《未定稿》 

 

◎日  時 令和６年７月１０日（水）午後１時 

◎場  所 千代田区議会議事堂 

◎出席議員（２４人） 

 １番 西  岡 め ぐ み 議員 

 ２番 大  坂 隆  洋 議員 

３番 の ざ わ 哲  夫 議員 

 ４番 小  枝 す み 子 議員 

 ５番 え ご し 雄  一 議員 

 ６番 米  田 か ず や 議員 

 ７番 牛  尾 こうじろう 議員 

 ８番 岩  佐 りょう子 議員 

 ９番 小  野 な り こ 議員 

１０番 池  田 とものり 議員 

１１番 は や お 恭  一 議員 

１２番 春  山 あ す か 議員 

１３番 はまもり か お り 議員 

１４番 白  川    司 議員 

１５番 永  田 壮  一 議員 

１６番 入  山 たけひこ 議員 

１７番 田  中 え り か 議員 

１８番 岩  田 かずひと 議員 

１９番 小  林 た か や 議員 

２０番 林 則  行 議員 

２２番 桜  井 た だ し 議員 

２３番 秋  谷 こ う き 議員 

２４番 おのでら    亮 議員 

２５番 富  山 あ ゆ み 議員 

◎欠席議員 

     な し 
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◎出席説明員 

区       長  樋󠄀  口 高  顕 君 

副   区   長  坂  田 融  朗 君 

副   区   長  小  林 聡  史 君 

保 健 福 祉 部 長  清  水    章 君 

地域保健担当部長  
高  木 明  子 君 

千 代 田 保 健 所 長 
 

地 域 振 興 部 長  印 出 井 一  美 君 

文化スポーツ担当部長  佐  藤 尚  久 君 

環境まちづくり部長  藤  本    誠 君 

ゼロカーボン推進技監  川  又 孝 太 郎 君 

まちづくり担当部長  加  島 津 世 志 君 

政 策 経 営 部 長  村  木 久  人 君 

デジタル担当部長 

財産管理担当部長 

 
夏  目 久  義 君 

行政管理担当部長  中  田 治  子 君 

会 計 管 理 者  大  矢 栄  一 君 

総 務 課 長  佐  藤 久  恵 君 

企 画 課 長  御  郷    誠 君 

財 政 課 長  中  根 昌  宏 君 

（教育委員会）         

教 育 長  堀  米 孝  尚 君 

教 育 担 当 部 長  大  森 幹  夫 君 

（選挙管理委員会事務局） 

選挙管理委員会事務局長  河  合 芳  則 君 

（監査委員事務局） 

監査委員事務局長  恩  田 浩  行 君 

◎区議会事務局職員 

事 務 局 長  石  綿 賢 一 郎 君 

事 務 局 次 長  （事務局長事務取扱）  

議 事 担 当 係 長  新  井 秀  樹 君 

議 事 担 当 係 長  河 原 田 元  江 君 

議 事 担 当 係 長  彦  坂 悠  介 君 

議 事 担 当 係 長  細  倉    岳 君 
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    午後１時００分 開議 

○議長（秋谷こうき議員） ただいまから令和６年第２回千代田区議会定例会継続会を開会しま

す。 

 報告します。 

 区議会開会中の議事参与について、区長から議長宛て通知がありました。その写しを配付しま

したので、ご了承願います。 

 報告を終わります。 

 日程第１を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 請願６－１ 都市計画地区計画二番町地区地区計画（変更）に関する意見書を収集する方法に

ついて調査をお願いする請願の取下げについて 

 

○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。請願６－１については、請願者から取り下げたいと

の申出がありますので、これを許可することに異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 日程第２を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議案第３７号 千代田区長及び副区長の給与の特例に関する条例 

 

○議長（秋谷こうき議員） 執行機関から提案理由の説明をお願いします。 

    〔副区長坂田融朗君登壇〕 

○副区長（坂田融朗君） 議案第３７号、千代田区長及び副区長の給与の特例に関する条例につ

きましてご説明申し上げます。 

 本年８月分の区長の給料の額を２割、千代田区副区長の担任事務及び区長の職務代理の順序を

定める規則第２条第１項に規定する第１順位の副区長の給料の額を１割、それぞれ減額するため、

条例を制定するものでございます。本年８月１日から施行いたします。 

 以上、ご説明申し上げました。ご審議の上、何とぞ原案どおりご議決賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。 

 ただいま説明のありました議案第３７号、千代田区長及び副区長の給与の特例に関する条例は、

会議規則第３６条第３項の規定に基づき、委員会への付託を省略し、執行機関の提案理由説明ど

おり満場一致決定したいと思いますが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 日程第３から第９を一括して議題にします。 
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  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議案第２７号 千代田区「財政事情」の作成及び公表に関する条例の一部を改正する条例 

 議案第２８号 千代田区手数料条例の一部を改正する条例 

 議案第３２号 南堀留橋塗装塗替等工事請負契約について 

 議案第３３号 災害対策用備蓄物資（食料）の購入について 

 議案第３４号 災害対策用備蓄物資（衛生用品）の購入について 

 議案第３５号 災害対策用備蓄物資（水）の購入について 

 議案第３６号 防災行政無線操作卓等の購入について 

                             （企画総務委員会審査報告） 

 

○議長（秋谷こうき議員） 小林たかや企画総務委員長から、同委員会の審査経過及び結果につ

いて報告をお願いします。 

    〔小林たかや議員登壇〕 

○１９番（小林たかや議員） 企画総務委員会に審査を付託されました７議案の審査経過及び結

果を報告いたします。 

 議案第２７号、千代田区「財政事情」の作成及び公表に関する条例の一部を改正する条例は、

財政状況の公表を効果的に行うため、題名並びに公表の時期及び方法を改めるほか、規定を整備

するもので、公布の日から施行します。 

 質疑の中で、題名を財政状況に改めるに当たり、地方自治法の根拠条文の用語を使用している

こと、また、公表事項の「公営事業の経費の状況」を削除しているが、これは現在当区では該当

しないためであり、公営事業を行う場合は改めて改正し、掲載する考えであること。財政状況の

公表に当たっては、法令の趣旨に鑑み、分かりやすいように、できる対応を考えていくこと等が

明らかとなりました。 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、採決を行った結果、議案第２７号は賛成全員で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、議案第２８号、千代田区手数料条例の一部を改正する条例は、建築基準法の一部改正に

伴い、建築物の省エネ改修を伴う大規模修繕等を行う場合の現行基準による制限の緩和に関わる

認定申請については、手数料を新たに設定するものです。併せて宅地造成及び特定盛土等規制法

の施行に伴い、宅地造成の工事許可申請等に関する手数料を新たに設定し、開発行為の許可申請

等に関する手数料の額を改めるほか、規定を整備するものです。 

 宅地造成の工事許可申請等及び開発行為の許可申請等に関する手数料については令和６年７月

３１日から、その他の手数料につきましては公布の日から施行いたします。 

 質疑の中で、盛土規制法の関係で、区内の一部地域で高低差があるため、開発の際に手数料の

発生が想定されるが、その際は申請の内容が正しいか検査を通して適正に確認していく考えであ

ること等が明らかとなりました。 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、採決を行った結果、議案第２８号は賛成全員で可決すべき
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ものと決定いたしました。 

 次に、議案第３２号、南堀留橋塗装塗替等工事請負契約については、南堀留橋塗装塗替等工事

施工のため請負契約を締結するもので、制限を付した一般競争入札により、契約金額は３億８,４

９０万１,０００円、契約の相手方は中部塗装株式会社です。 

 質疑の中で、今回２者入札となり、そのうち１者が最低制限価格未満で失格となったが、最低

制限価格はダンピング防止のため予定価格の７５から９０％の間で定める。定めるに当たっては、

なるべく多くの業者に参加してもらえるよう苦慮しながら考えているが、今後も適正な最低制限

価格の設定も含め、様々に情報収集や研究をしながら検討していく等が明らかとなりました。 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、採決を行った結果、議案第３２号は賛成全員で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、議案第３３号、災害対策用備蓄物資（食料）の購入については、災害対策用備蓄物資と

してアルファ化米などの食料を購入するもので、公募制指名競争入札により、購入金額は５,４４

２万９,６６７円、購入先は株式会社清水商会東京支店です。 

 議案第３４号、災害対策用備蓄物資（衛生用品）の購入については、災害対策用備蓄物資とし

て携帯トイレなどの衛生用品を購入するもので、公募制指名競争入札により、購入金額は３,４５

３万９,６７０円、購入先は株式会社渡辺武商店です。 

 議案第３５号、災害対策用備蓄物資（水）の購入については、災害対策用備蓄物資としてミネ

ラルウォーターを購入するもので、公募制指名競争入札により、購入金額は２,２６７万６,７６

０円、購入先は有限会社三章堂です。 

 議案第３３号から議案第３５号の３議案は、関連する内容であるため、一括して審査をいたし

ました。 

 質疑の中で、備蓄倉庫まで物資を納入するため、送付まで行える業者となると限られてしまう。

今回も仕様書の中で配送作業の記載はしているが、より分かりやすく記載を工夫し、多くの業者

に参加してもらうよう努力していくこと。３件とも最低制限価格は設定しておらず、一般的に物

品の購入においては設けていないこと等が明らかとなりました。 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、それぞれ採決を行った結果、議案第３３号、第３４号及び

第３５号は、いずれも賛成全員で可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第３６号、防災行政無線操作卓等の購入については、防災行政無線のシステムで使

用する操作卓等の機器を購入するもので、公募制指名競争入札により、購入金額は２,８２８万７,

６００円、購入先は田中電気株式会社です。 

 質疑の中で、結果的には１者入札であったが、防災行政無線は他の自治体でも行っており、全

ての防災行政無線を今回の落札業者が請け負っているわけではなく、必ずしも該当業者でないと

できない理由には該当しないと考えており、入札に付したこと等が明らかとなりました。 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、採決を行った結果、議案第３６号は賛成全員で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 以上、当委員会に審査を付託されました７議案の審査経過及び結果の報告を終わります。 
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○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。 

 ただいま報告のありました議案第２７号、千代田区「財政事情」の作成及び公表に関する条例

の一部を改正する条例、議案第２８号、千代田区手数料条例の一部を改正する条例、議案第３２

号、南堀留橋塗装塗替等工事請負契約について、議案第３３号、災害対策用備蓄物資（食料）の

購入について、議案第３４号、災害対策用備蓄物資（衛生用品）の購入について、議案第３５号、

災害対策用備蓄物資（水）の購入について、議案第３６号、防災行政無線操作卓等の購入につい

ての７議案は、いずれも小林たかや企画総務委員長の審査報告どおり決定したいと思いますが、

異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 日程第１０及び第１１を一括して議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議案第２９号 千代田区家庭的保育事業等の認可に係る設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例 

 議案第３０号 千代田区指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例及び千代田区

地域包括支援センターにおける職員等の基準に関する条例の一部を改正する条

例 

                             （文教福祉委員会審査報告） 

 

○議長（秋谷こうき議員） 西岡めぐみ文教福祉委員長から同委員会の審査経過及び結果につい

て報告をお願いいたします。 

    〔西岡めぐみ議員登壇〕 

○１番（西岡めぐみ議員） 文教福祉委員会に審査を付託されました２議案の審査経過及び結果

を報告いたします。 

 議案第２９号、千代田区家庭的保育事業等の認可に係る設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例は、厚生労働省令「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の

一部改正に伴い、小規模保育事業や事業所内保育事業等における３歳以上児に係る年齢別職員配

置基準を改善するものです。 

 公布の日から施行します。 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、採決を行った結果、議案第２９号は賛成全員で可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、議案第３０号、千代田区指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例及び千代田区地域包括支

援センターにおける職員等の基準に関する条例の一部を改正する条例は、厚生省令「介護保険法

施行規則」の一部改正に伴い、地域包括支援センターの職員配置に関する基準について、実情に
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応じて常勤換算法による配置や複数の圏域を合算して職員を配置することを可能とするものです。 

 公布の日から施行します。 

 質疑の中で、千代田区において地域包括支援センターは２つあるが、両センターとも対象であ

る３職種の職員は、改正前の基準よりも多い２名以上の職員を常勤で配置していること。他自治

体のセンターで人員が不足した場合でも、千代田区のセンターから職員の異動は想定されていな

いこと。現在、人材確保の面で配置が難しいという相談は受けていないことなどが明らかになり

ました。 

 質疑を終了し、討論に入り、反対の立場から、職員の不足によって要件を緩和しなければいけ

ない自治体があろうことは理解できるが、現在十分な職員配置がなされている千代田区の状況を

鑑みると、基準の緩和よりも処遇の改善等により、しっかりと人員を確保していく方策が必要だ

と思い、反対する。 

 次に、賛成の立場から、今回の改正は、介護保険法施行規則の改正に伴い、全国の自治体、市

区町村が条例を定めるに当たって従うべき基準であること、また、本区における地域包括支援セ

ンターの職員配置は改正前の基準以上に職員が配置されていることが確認できたため、本議案に

賛成する、との意見がありました。 

 討論を終了し、採決を行った結果、議案第３０号は賛成多数で可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上、当委員会に審査を付託されました２議案の審査経過及び結果の報告を終わります。 

○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。 

 ただいま報告のありました議案のうち、議案第２９号、千代田区家庭的保育事業等の認可に係

る設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例は、西岡めぐみ文教福祉委員長

の審査報告どおり決定し、議案第３０号、千代田区指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例及び千

代田区地域包括支援センターにおける職員等の基準に関する条例の一部を改正する条例は、投票

システムにより採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 議案第３０号に賛成の議員は白のボタンを、反対の議員は青のボタンを押してください。 

    〔賛成・反対者ボタンにより投票〕 

○議長（秋谷こうき議員） 一度休憩しますか。（発言する者あり）失礼いたしました。再度よ

ろしくお願いいたします。議案第３０号に賛成の議員は白のボタンを、反対の議員は青のボタン

を押してください。（発言する者多数あり） 

    〔賛成・反対者ボタンにより投票〕 

○議長（秋谷こうき議員） 押し忘れはありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） なしと認め、確定します。 
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 議案第３０号は賛成多数により原案どおり可決されました。 

 日程第１２を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議案第３１号 千代田区地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正

する条例 

                           （環境まちづくり委員会審査報告） 

 

○議長（秋谷こうき議員） 林則行環境まちづくり委員長から、同委員会の審査経過及び結果に

ついて報告をお願いいたします。 

    〔林則行議員登壇〕 

○２０番（林則行議員） 環境まちづくり委員会に審査を付託されました議案の審査経過及び結

果を報告いたします。 

 議案第３１号、千代田区地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正

する条例は、東京都市計画地区計画二番町地区地区計画の変更に伴い、この条例に定める同地区

地区整備計画における計画地区の区分を追加し、建築物の用途制限、容積率の最高限度、敷地面

積の最低限度、壁面の位置の制限、高さの最高限度及び緑化率の最低限度について定めるもので

す。 

 公布の日から施行するものです。 

 本議案については、地域住民を二分することのないよう、地区計画変更の内容や手続などの経

緯、都市計画審議会の附帯決議に対する取組などについて委員による質疑が続き、７月１日、７

月２日、７月５日、７月８日の４日間で４０時間を超えた審査を行いました。質疑を尽くし、最

終的に、都市計画審議会における附帯決議を土台として、今後、委員会に提出された二番町計画

の検討ステップに取り組んでいくこと、環境影響調査を基本設計前に行うことの２点について、

執行機関に強く申し入れることを委員会集約いたしました。 

 質疑を終了した際、審査継続を求める動議があり、採決を行ったところ、賛成少数で否決を決

定いたしました。 

 次に、討論に入り、反対の立場から、区議会が高さ８０メートル、容積７００％を無条件に賛

成してしまえば、住環境や教育環境が維持できないと心配する住民の声に応えることができない

ため、環境影響調査、与件整理、これに基づく基本計画が示されるまで議決すべきでないと考え、

現段階において反対する。同じく反対の立場から、前向きに話し合える場の検討・設置も環境影

響調査もしていない今、慌てて採決すべきでなく、前向きに話し合える場で活発な意見の集約を

行い、環境影響調査も行った後に採決をすべきである。区民の意見を聞き、それを反映すること

ができない今、そもそも採決を行うべきでないため、反対する。 

 次に、賛成の立場から、この都市計画は長期にわたって、専門家の提案、事業者の合意、まち

づくり協議会の議論などを経て決定された。バリアフリー化、子どもの広場のほか、地域課題の

解消につながる内容となっており、今後よりよい計画になることを期待して、賛成する。同じく



 ９ 

賛成の立場から、この条例の前提となる地区計画は、広場の確保や地下鉄からのバリアフリーを

実現するものである。広場の確保が難しいこの地域において、長年の地域課題が実現できる計画

であること、また、都市計画審議会の専門家会議により検討された計画であるという異例な経緯

を重んじ、賛成する。同じく賛成の立場から、本議案は、既に告示された地区計画に実効性を持

たせ建築基準法で制限するために、速やかに建築物等の制限に関する条例の一部を改正すべきも

のである。しかし、都市計画審議会で附帯決議がついたことは異例であり、委員会における本議

案審査でも遵守すべきものとして集約された。そのため、本計画が様々な観点から地域課題の解

決となる質の高い計画となるよう十分協議すること、地域の融和を図るよう前向きに話し合える

開かれた場づくりを早急に検討し、かつ有識者や専門家を交え丁寧に設置していくことを求め、

賛成する。 

 討論を終了し、採決を行った結果、議案第３１号は賛成多数で可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上、当委員会に審査を付託されました議案の審査経過及び結果の報告を終わります。 

○議長（秋谷こうき議員） 議案第３１号に対し、討論の通告がありましたので、発言を許可し

ます。 

 初めに、７番牛尾こうじろう議員。 

    〔牛尾こうじろう議員登壇〕 

○７番（牛尾こうじろう議員） 議案第３１号、千代田区地区計画の区域内における建築物等の

制限に関する条例の一部を改正する条例について、反対の立場から討論を行います。 

 本議案の提案に先立ち、都市計画審議会は昨年３月、区が提示した計画案の採決を見送り、専

門家委員により手続と内容の両面での検討が行われました。それを受け、昨年１１月に計画の変

更案が都計審に示され、都計審は今年３月、区に対し、地区計画の決定事項である高さや容積率

はそれぞれの上限を定めたものであり、事業者が地区の要望を受け止めた条件に対して、ゆとり

を持った計画内容とすることを妨げるものではないので、今後、建築物の設計段階において、そ

の可能性について事業者と十分協議することという趣旨を決議いたしました。住民間の対立の固

定化を避けようと尽力された都市計画審議会に対し、敬意を表したいと思います。 

 さて、本議案に反対する理由は、二番町地区計画の変更に対する住民の合意形成が不十分だと

いうことです。一般的に、駅のバリアフリー化の推進や地域コミュニティの形成に役立つ広場の

設置は、多くの方が賛同するものです。にもかかわらず、なぜ合意形成に至らないのでしょうか。

その要因として、住民の中にある懸念が払拭されていないことを挙げざるを得ません。 

 まず、風害や圧迫感、教育への影響などの環境悪化への懸念です。再開発等促進区を定める地

区計画の目的について、運用基準は、公共施設等の都市基盤整備と優良な建築物等の一体的整備

に関する計画に基づき、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の増進を図るとしています。

土地の合理的かつ健全な高度利用とは、都市再開発法の逐条解説によると、ほかの建築物に、日

照、通風等に関する迷惑を及ぼさないだけの間隔が置かれた形である状態とあります。しかし、

今回の計画に対しては、近隣の学校や住民等からは環境悪化への懸念が依然として表明されてお
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ります。利用される再開発等促進区の運用基準では、バリアフリーなどが公共貢献というプラス

評価をされて容積率の上乗せが行われますが、一方、風害や日照等の環境へのマイナスの影響は

評価には入りません。住民は公正に評価した上での高さや容積率の設定を求めているのではない

でしょうか。 

 いま一つ、地区計画の形骸化につながるのではないかという懸念もあります。今回の変更によ

り、地区計画が定められている地区の中で、特定の１者の所有地だけが規制から外れることにな

ります。こうした特例が認められれば、他の地区計画の中でも同様のことが行われるのではない

かと住民が不安を持つのも当然ではないでしょうか。 

 再開発等促進区の制度の創設に関わった水口俊典さんは著書の中で、再開発地区計画は都市計

画決定者による裁量の余地が広く、また住民に対する影響も大きいことから、決定手続の面でも

一般の都市計画に対する先駆的なモデルとなる役割が期待される。また、手続の充実が結局は円

滑で公正な再開発地区計画の活用にとっての近道となる。住民、議会等の実質的な参加を促進す

るための自治体による工夫が望まれると述べております。つまり、再開発等促進区は、裁量の余

地が多く、住民に対する影響も大きい。この手法を使うならば、決定手続における先駆的な住民

参加のモデルをと言っているのであります。地区計画が形骸化されるのではとの住民の不安に応

えるためには、そうならない、しっかりとした歯止めとなるルールが必要です。手続の充実等を

図る、住民等の実質的参加を促進するルールづくりに向けた方向性を、今、示すべきじゃないで

しょうか。 

 以上のことを述べて、反対討論といたします。 

○議長（秋谷こうき議員） 次に、２番大坂隆洋議員。 

    〔大坂隆洋議員登壇〕 

○２番（大坂隆洋議員） 議案第３１号、千代田区地区計画の区域内における建築物等の制限に

関する条例の一部を改正する条例について、賛成の立場から討論を行います。 

 二番町地区まちづくりについて、本区議会で初めて議論が行われたのは、平成２７年６月に、

日本テレビ放送網麹町新スタジオ棟建設プロジェクトの見直しを求める陳情が議長宛てに出され

たことだったと記憶しております。以来９年にわたり、様々な角度から議論されてきたと認識し

ています。その議論が１つの区切りを迎えるという点で、この議案については本区議会にとって

非常に重要な議決となります。 

 今定例会の議案審査では、関連する２２件の陳情が継続審査の状況にある中、４日間にわたり

約４０時間に及ぶ議論がなされ、委員長報告のとおり、１つの結論にたどり着いたということは、

これまでの経緯・経過を考えると、必要な時間だったと思っています。そうした背景を踏まえた

上で、地域の意見が二分している現状に対して、執行機関から明快な答弁が出なかったことは極

めて残念でなりません。 

 当該地域から日本テレビの本社機能が汐留に移転してから２０年が経過いたしましたが、私は

当時、人通りが減少していた日本テレビ通り振興会の商店街支援に携わったことがあります。地

域の核となる日本テレビの大部分がいなくなってしまったこの地域の危機感を振興会役員の方々
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から直接伺い、通行量調査や来街者へのアンケート調査等に携わったというのが私の商店街支援

の原点でもあります。平成１９年に最終的に日本テレビ通り振興会に対し１３０ページにわたる

提案を行いました。その当時のことが思い起こされます。改めて、この地域が将来に向けて、す

ばらしいまちとなることを切に願います。 

 今後は、都市計画審議会における附帯決議を土台として、今後、委員会に提出された二番町計

画の検討ステップに取り組んでいくこと、環境影響調査を基本設計前までに行うことという２点

の委員会集約を、執行機関はしっかりと受け止め、未来の千代田区の在り方を見据えたまちづく

りを着実に進めていただくことをお願いし、本議案に賛成いたします。 

○議長（秋谷こうき議員） 次に、１３番はまもりかおり議員。 

    〔はまもりかおり議員登壇〕 

○１３番（はまもりかおり議員） 議案第３１号、千代田区地区計画の区域内における建築物等

の制限に関する条例の一部を改正する条例について、反対の立場から討論いたします。 

 反対の理由は、この条例を出すタイミングが適切ではないということが、これまでの経緯から

明らかであるためです。今回の二番町地区地区計画の変更は、平成２０年に住民が提案し区が決

めた制限を、日本テレビ社の土地のみ緩和するものです。高さは６０メートルから８０メートル

に、容積率は５４０％から７００％に緩和され、２,５００平米の広場が設置されるよう変更され

ます。なぜ緩和できるのかというと、日テレ社が駅からの動線をバリアフリー化するということ、

広場を設置するなどの地域貢献のためです。 

 地域貢献という観点を考えると、本来はもめる話ではありませんでした。しかし、実際には地

域住民を二分してしまいました。二分した理由として問われるのは、次のようなことです。区は、

一部の人の声だけではなく、多くの人たちの声を聞いたのか。最初から、高さ、容積率の緩和あ

りきで考えていなかったか。制限ルールと地域貢献が両立できる可能性について、区は日テレ社

と十分に話し合ったのか。そして、住環境の悪化や交通量の増加に対する不安を払拭できるよう

な調査、説明を、住民、教育機関に行ってきたのかということです。 

 もう少し経緯についてお話しします。地域の方々の不安を払拭できていない中、また、環境ま

ちづくり委員会でも尽くせないほどの議論があり、多くの陳情が残る中、手続だけは区の主導で

どんどん進みました。そのような中で、２０２４年２月８日の都市計画審議会で異例の事態があ

りました。通常は地区計画の変更案に賛成か反対かの２択で決めるところ、賛成、反対に加え、

附帯決議つき賛成という３択になったのです。 

 異例な事態が起こった背景には、外神田のときのように意見が割れるのはよろしくない、一致

点を見つけるためにももっと時間が必要だという学識経験者を中心とした方々の意見があったに

もかかわらず、区の意向に沿って、どうしても今日進めるのだという強引な議事整理があったこ

とだと考えています。そして、委員の間で考えがまとまらないまま採決を急いだ結果、３択とな

ってしまったのです。その結果、賛成は４名、反対は５名、附帯決議つき賛成が８名となりまし

た。地区計画変更案そのものに賛成する委員は４名のみだったということは大変重い事実です。

なお、この段階で附帯決議の中身も決まっていないということ、これも通常では考えられないこ
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とでした。 

 その後、やはり３択ではなく２択でやり直したほうがよいと環境まちづくり委員会より申入れ

があり、３月２６日の都市計画審議会で改めて採決を採り直しております。その結果、附帯決議

をつけての賛成が１３名、反対が５名でした。 

 こういった経緯がありましたから、附帯決議の中身がとても重要となるのです。附帯決議では、

まず前段として、地域住民を二分するような事態が長期間にわたって継続してしまっていること

から、状況を改善するため、全ての関係者が前向きに話し合える場づくりに協力するよう区に要

請しています。 

 その上で、大事なポイントのみですが、１、事業の具体化に当たっては、地区内の融和に向け

て、事業者、関係住民、関係機関などと共に真摯な努力を重ねること。２、高さや容積率はあく

までも上限を定めたものである。区は今後の建築物の設計段階において、ゆとりを持った計画に

する可能性について事業者と十分に協議することというものです。つまり、これ以上地域を二分

しないように、関係者が話し合える場を設け、ゆとりを持った計画になるよう協議していくこと

が求められたわけです。 

 しかし、実際には教育機関へのヒアリングを始めたのみで、協議も具体的な計画もこれからと

いう段階で、今回、区から議案が出され、環境まちづくり委員会に付託されました。環境まちづ

くり委員会では、４日間にわたり、朝から２２時過ぎまで４０時間超にわたり非常に精力的に審

議が行われました。このことに対しては、委員の皆さんにも職員の皆さんにも心より敬意を表し

ます。しかし、なぜ審議の段階で４日間も必要だったのでしょうか。このことこそ、まさに機が

熟していないという証拠なのではないでしょうか。委員会の中では様々なことが話し合われまし

たが、特に大事な点として３点挙げます。 

 １点目は、なぜこの時期に提出するのか、明確な説明がなかったことです。区によると、建築

条例の審査は建築確認時に必要なものではありますが、建築確認の３０日前までに承認されてい

ればよいと分かりました。区がこのタイミングを選び、議案を出したのだから承認してほしいと

いうもの以外に、今定例会で審議しなくてはならない、絶対的な、明白な理由がなかったのです。 

 ２点目は、１点目とも関連しますが、今の段階では都市計画審議会の附帯決議の中身が反映さ

れるのか保証がないということです。日テレ社は、これから基本計画、基本設計、実施設計と進

めていきます。本来は附帯決議の中身が確実に実行されることが分かる基本計画ができた後で審

議にかけるものではないでしょうか。 

 ３点目は、環境影響調査が不十分なことです。地域の住民、教育機関の皆さんが心配している

交通量についての調査は、平成２６年に１日だけ実施しただけだったことが分かりました。これ

では何の客観的なデータにもなりません。 

 以上、これまでの経緯を踏まえると、このまま十分な議論、審議が尽くされていない中、性急

な手続を進めてしまうこと自体が、住民の不信感を残し、地域を二分してしまうのではないでし

ょうか。附帯決議にもあるように、住民をはじめ全ての関係者が話し合うこと、環境影響調査が

実施された後に、基本計画の後に審議されることが妥当であると考え、反対いたします。 



 １３ 

○議長（秋谷こうき議員） 以上で討論を終了します。 

 お諮りします。 

 報告のありました議案第３１号、千代田区地区計画の区域内における建築物等の制限に関する

条例の一部を改正する条例は、投票システムにより採決したいと思いますが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 議案第３１号に賛成の議員は白のボタンを、反対の議員は青のボタンを押してください。 

    〔賛成・反対者ボタンにより投票〕 

○議長（秋谷こうき議員） 押し忘れはありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） なしと認め、確定します。 

 議案第３１号は、賛成多数により原案どおり可決されました。 

 日程第１３を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議案第２６号 令和６年度千代田区一般会計補正予算第１号 

                             （予算特別委員会審査報告） 

 

○議長（秋谷こうき議員） 岩田かずひと予算特別委員長から、同委員会の審査経過及び結果に

ついて報告をお願いいたします。 

    〔岩田かずひと議員登壇〕 

○１８番（岩田かずひと議員） 委員長報告いたします。全議員で構成する当予算特別委員会に

審査を付託された議案の審査経過及び結果を報告いたします。 

 議案第２６号、令和６年度千代田区一般会計補正予算第１号は、低所得世帯に対する価格高騰

特別支援給付金、定額減税補足給付金及び区議会議員補欠選挙の各事業に要する経費の追加とし

て、３億４,１０１万８,０００円を計上するものです。この結果、一般会計補正後予算額は６９

９億１,６６３万４,０００円となります。 

 質疑の中で、低所得世帯に対する価格高騰特別支援給付金については、新たに住民税非課税と

なる世帯に対し給付金を支給するものであり、対象、内容は全国一律の基準となっていること。

定額減税補足給付金の実施に当たっては、申請がない対象者については改めて案内するなど、対

象者への給付申請漏れがないよう丁寧に実施することを区が考えていること。区議会議員補欠選

挙については、仮に今年、議員定数削減の条例改正が行われた場合であっても、地方自治法及び

公職選挙法の規定により選挙を執行する必要があること。区議会議員補欠選挙の立候補数は６名

を想定した予算計上であるが、立候補届出書類の配付や事前審査により、想定を上回る立候補者

数が予想される場合は、速やかにポスター掲示板の区画を増設することを区が考えていること。

区議会議員補欠選挙の予算が不足する場合は、今年度執行するほかの選挙費から流用することを

区が考えていることなどが明らかになりました。 



 １４ 

 質疑を終了し、討論の省略を諮り、採決を行った結果、議案第２６号、令和６年度千代田区一

般会計補正予算第１号は賛成全員で可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、当予算特別委員会に審査を付託された議案の審査経過及び結果の報告を終わります。 

○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。 

 ただいま報告のありました議案第２６号、令和６年度千代田区一般会計補正予算第１号は、岩

田かずひと予算特別委員長の審査報告どおり決定したいと思いますが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 日程第１４を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議員提出議案第５号 選挙活動の健全性を確保するために政府の速やかな対応を求める意見書 

 

○議長（秋谷こうき議員） 提出者を代表して、白川司議員より提案理由の説明をお願いします。 

    〔白川 司議員登壇〕 

○１４番（白川 司議員） 議員提出議案第５号につきまして、提案理由をご説明申し上げます。 

 提案理由につきましては、案文の朗読をもって代えさせていただきます。 

 

選挙活動の健全性を確保するために政府の速や

かな対応を求める意見書 

 

 令和６年４月２８日に執行された衆議院議員の東京都第１５区の補欠選挙では、「選挙の自由」

「言論、表現の自由」を基本とした「選挙運動の自由」が妨害行為によって妨げられ、候補者の

街頭活動の機会、有権者の「知る権利」が失われました。 

 また、令和６年７月７日に執行された東京都知事選挙では、選挙活動から著しく逸脱したポス

ターの掲示といった公職選挙法では想定されていない問題が発生しています。 

 公職選挙法第１条には、「選挙が選挙人の自由に表明せる意思によって公明且つ適正に行われ

ることを確保し、もつて民主政治の健全な発達を期することを目的とする」と謳っています。昨

今の行為は選挙そのものを冒涜するものであり、現状を放置したままでは、法の趣旨である公正

な選挙活動を担保できません。 

 よって、千代田区議会は、民主主義の根幹である選挙が脅かされる事態が生じないよう、選挙

活動の健全性を取り戻すべく、政府に対し、速やかな対応を求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。 

    年  月  日 

千代田区議会議長名 

内閣総理大臣 

総務大臣   あて 



 １５ 

 

提出するものです。満場一致ご議決いただきますようお願い申し上げて、提案理由の説明といた

します。 

○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。 

 ただいま説明のありました議員提出議案第５号、選挙活動の健全性を確保するために政府の速

やかな対応を求める意見書は、白川司議員の提案理由説明どおり、満場一致決定したいと思いま

すが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 日程第１５を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議員提出議案第６号 ガザ地区における即時停戦の実現等を求める決議 

 

○議長（秋谷こうき議員） 提出者を代表して、牛尾こうじろう議員より提案理由の説明をお願

いします。 

    〔牛尾こうじろう議員登壇〕 

○７番（牛尾こうじろう議員） 議員提出議案第６号について、提出者を代表して提案理由の説

明を申し上げます。 

 提案理由の説明は、案文の朗読をもって代えさせていただきます。 

 

ガザ地区における即時停戦の実現等を求める決

議 

 

 パレスチナ自治区ガザ地区において、現在、３万５,０００人を超える子供、女性、高齢者を含

む多くの尊い人命が犠牲となるなど、深刻な人道危機が続いている。 

 国際平和都市千代田区宣言で「世界の恒久平和を実現するために積極的に行動する」ことを宣

言した千代田区としてもこの事態は、見過ごすことができないものである。 

 よって、千代田区議会は、これ以上、市民の人命を危機的状況に晒すことがないよう、イスラ

エルとハマスの双方をはじめとする全ての当事者及び国際社会に対し、一刻も早い事態の解決に

向けて次の事項の実現を強く求める。 

 １ 人道目的の即時停戦及び人質の即時・無条件の解放 

 ２ イスラエル軍のガザ地区からの即時撤退 

 ３ 国連憲章及び国際人道法を含む国際法を遵守 

 ４ 市民の被害の最小化、人道支援物資の速やかな供給を通じた人道危機の改善 

 以上、決議する。 

 ２０２４年７月１０日 



 １６ 

千代田区議会 

 

以上、満場一致ご賛同いただけますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（秋谷こうき議員） ただいま説明のありました議員提出議案第６号、ガザ地区における

即時停戦の実現等を求める決議は、投票システムにより採決したいと思いますが、異議ありませ

んか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 議員提出議案第６号に賛成の議員は白のボタンを、反対の議員は青のボタンを押してください。 

    〔賛成・反対者ボタンにより投票〕 

○議長（秋谷こうき議員） 押し忘れはありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） なしと認め、確定します。 

 議員提出議案第６号は賛成少数により否決されました。 

 日程第１６を議題にします。 

  ―――――――――――――――――――○――――――――――――――――――― 

 議員派遣について 

 

○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。 

 本件は、配付したとおり、令和６年度千代田区平和使節団の一員として、はまもりかおり議員、

入山たけひこ議員、えごし雄一議員の３名を派遣したいと思います。 

 なお、本件のうち、今後の参加者等の変更については議長にご一任いただきたいと思いますが、

異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 次に、企画総務委員長、文教福祉委員長、環境まちづくり委員長、議会運営委員長、デジタ

ル・トランスフォーメーション特別委員長、公共施設調査・整備特別委員長、文化継承・コミュ

ニティ活性化特別委員長、契約に係る不正行為等再発防止特別委員長から、委員会において調査

中の事件につき、会議規則第７１条の規定に基づき、配付の特定事件継続調査事項表のとおり、

それぞれ閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 本件は、申出のとおり、いずれも閉会中の継続調査に付することに異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 以上で本日の日程を全て終了しました。 

 樋󠄀口区長から閉会の挨拶をお願いします。 



 １７ 

    〔区長樋󠄀口高顕君登壇〕 

○区長（樋󠄀口高顕君） 令和６年第２回区議会定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

 今回の区議会定例会におきましてご提案いたしました諸議案は、令和６年度千代田区一般会計

補正予算第１号をはじめ、条例の一部改正や契約案件などでございました。慎重なるご審議の上、

いずれも原案どおりご議決、ご同意を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 また、千代田区長及び副区長の給与の特例に関する条例につきましては、急施でのご提案にも

かかわらず、ご同意を賜り、重ねて御礼を申し上げます。 

 区議会の皆様におかれましては、引き続き、区政の推進にご理解、ご協力を賜りますようお願

いを申し上げます。 

 以上をもちまして、令和６年第２回区議会定例会閉会のご挨拶といたします。ありがとうござ

いました。 

○議長（秋谷こうき議員） 以上で、令和６年第２回定例会を閉会します。 

 散会します。 

    午後１時５３分 散会 


